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１. 目的
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２号機と同様に３号機復水器内には高線量の汚染水を貯留していることから、
建屋内滞留水処理を進めていく上で、早期に復水器内貯留水濃度を低減し、建
屋内滞留水の放射性物質量の低減を図る必要がある。

このため計画的に、３号機復水器内貯留水の水抜作業を実施する。

３号機 タービン建屋断面図

最下階(T.P.-1737(O.P.-300))
ホットウェル天板

現状の水位

復水器

３号機

貯留量【ｍ3】 約450m3

放射能濃度（Cs137）【Bq/L】 約5.0×108

１階(T.P.7563(O.P.9000))

地下１階中間部(T.P.463(O.P.1900))

３号機復水器内貯留水の実測結果
（2016.12.27～2017.1.6採取）

約T.P.975（O.P.2412）3号機タービン建屋内滞留水水位(T.P.939(O.P.2376))

約T.P.685（O.P.2122）
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２. 水抜作業概要

復水器内ホットウェル天板上部までの水抜(約90m3)作業を以下の手順にて実施。

作業準備：低圧タービン外部車室マンホールから復水器内のホットウェル天板

上部までのポンプ投入と排水ラインの敷設

水抜作業：復水器内貯留水をプロセス主建屋へ排水

復水器内ホットウェル天板上部までの水抜を実施後、下部の水抜作業を実施する
ための現場調査を実施する。水抜方法の実現性確認を実施し、その結果を踏まえ
て水抜方法を決定する。

３号機タービン建屋断面図

最下階(T.P.-1737(O.P.-300))
ホットウェル天板

現状の水位

復水器

１階(T.P.7563(O.P.9000))

地下１階中間部(T.P.463(O.P.1900))

低圧タービン外部車室

２階(T.P.15663(O.P.17100))

プロセス主建屋へ

外部車室マンホール

ポンプ
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３. 移送ルート概要

高圧タービン

低圧タービン（Ａ） 低圧タービン（Ｂ） 低圧タービン（Ｃ）
発電機

組合せ中間弁
シールド

組合せ中間弁
シールド

組合せ中間弁
シールド

タービン建屋地上２階

タービン建屋地上１階

復水器（Ａ） 復水器（Ｂ） 復水器（Ｃ）

ホットウェル天板

滞留水移送装置
集合ヘッダー

プロセス主建屋へ

仮設移送配管

仮設移送ポンプ

復水器（Ａ／Ｂ／Ｃ）については連通していることから、復水器（Ｂ）にポンプ
を設置し水抜きを実施する。
仮設移送ラインは、滞留水移送装置集合ヘッダーに接続し、直接プロセス主建屋
へ移送する。
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４. 漏えい対策及び監視について

復水器からプロセス主建屋へ移送する仮設配管（鋼管を除き）は二重管とし、
配管の継手部には、受パンを設置する等、漏えいの発生防止対策を実施する。

移送前にろ過水による漏えい確認を実施する。
また移送時には監視員を配置し、異常が発生した際には移送作業を停止させる。
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年 2017年

月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

現場調査

２号機

ポンプ設置，移送ライン敷設

ホットウェル天板上部水抜

復水器内構造物の調査および
ホットウェル下部水抜方法の検討

３号機

ポンプ設置，移送ライン敷設

ホットウェル天板上部水抜

復水器内構造物の調査および
ホットウェル下部水抜方法の検討

５. 作業スケジュール
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作業スケジュールは以下の通り。

ホットウェル天板上までの水抜きが完了した２号機については，遠隔カメラ等
を使用し復水器内構造物等の調査を実施し、ホットウェル天板下部の水抜方法
を決定する。

現在


